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まちの話題

公共事業入札の公表

お知らせほか

玉黄金

２月号の主な内容町花  ヒカンザクラ  満開

　１月下旬～２月初旬にかけて、町花の「ヒカ

ンザクラ」が満開の時期を迎えました。

　町内には約１千本のヒカンザクラがあるとさ

れています。各地の桜並木では今年も多くの花

見客が訪れ、にぎわいました。
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ま
ち
の
話
題

美味しいお米ありがとう！

　　　　　七城中学校から贈り物

　西郷隆盛翁が縁で友好都市宣言を締結し、多方面で
交流を続けている熊本県菊池市。龍南中学校にこのほ
ど、同市の七城中学校から送られた特産のお米が届き
ました。龍南中生は２月３日、保護者と一緒に食事会を開き、手作りのおにぎりを美味しくい
ただきました。（龍郷町公式Ｆａｃｅｂｏｏｋでも紹介しています）

消防防災の推進へ期待

　　龍郷町消防団協力事業所　６団体に
2/12

（木）

　龍郷町消防団に積極的に協力する「龍郷町消
防団協力事業所」として、株式会社浜島産業が
認定されました。地域の消防防災力の充実強化
のため、消防団の益々の活躍が期待されます。
　龍郷町消防団協力事業所表示制度に伴う認定
で、同社で６事業所目。１年以上消防団活動に
従事し、当該事業所に１年以上勤続する職員が
２名以上いる事業所が対象となります。
　また、職員５名以上の消防団員を有する「消

防庁消防団協力事業所」としても、町田酒造株式会社、有限会社中善組が認定されています。
　そのほかの龍郷町消防団協力事業所認定団体は次の通りです。（交付順）
　社会福祉法人瑞穂会ワークセンター奄美・ジョイワーク奄美、社会福祉法人竜泉会愛寿園、
有限会社カワバタ、有限会社中村組、有限会社南洲建設

　また、同市が募集した第９回「万句のふるさと菊池」では、全国から俳句９３５３句と短歌
１５５１首の応募があり、本町の児童生徒３名が最優秀賞に輝くなど、計６名が入賞しました。
【短歌の部】（小学校高学年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
▼最優秀賞　久保 琴未（大勝小４年）
　　　　　　「はつ雪が  いっぱいふった家の外  しびれたつめたさ  のこして消えた」
【俳句の部】（小学校高学年）
▼最優秀賞　川嶋  紗莉奈（戸口小６年）「冬の雪  降ってるところを  見てみたい」
▼優秀賞　　中村  日向（大勝小４年）「キラキラと  うちゅうのようだ  海ほたる」
▼優良賞　　白畑  美海（戸口小６年）「一年中  何度も台風  やってくる」
【俳句の部】（中学校）
▼最優秀賞　奥村  志衣奈（龍北中３年）「君想い  見上げた先に  天の川」
▼優良賞　　丸田  舞比桜（龍北中３年）「ひらひらと  舞い散る桜  手のひらに」

万句のふるさと菊池　３名が最優秀賞に輝く

熊本県菊池市との交流
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【原動機付自転車、軽二輪等の税率変更について】
　広報たつごう平成２６年１２月号にて、軽自動車税等の税率変更をお知らせしましたが、平成
２７年１月１４日の閣議決定により、原動機付自転車、軽二輪等の税率の引上げ時期が平成２８年
４月１日に１年延期となりました。
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粒子線がん治療費利子補給事業について
　鹿児島県では，県民が粒子線治療を受けやすい環境を整備するため，メディポリス指宿「が
ん粒子線治療研究センター」において粒子線治療を受ける患者本人やその家族等が治療費を金
融機関から借り受けた場合に，利子の一部を助成する制度を平成２３年４月から開始しました。
制度の概要は以下のとおりです。なお，詳細は下記問い合わせ先へお問い合わせください。

１ 利子補給の対象者
　「がん粒子線治療研究センター」で粒子線治療を受け，治療費の支払いのために金融機関か
ら借入を行った患者本人又はその家族等（親族，同一世帯に属する方）とします。
　但し，患者本人は，治療開始時点において，県内に１年以上在住している方であり，世帯全
員の課税総所得金額が 600 万円以下の世帯に属する方とします。
２ 借入限度額及び利子補給の割合等
⑴ 対象借入金
金融機関からの借入金のうち粒子線治療料相当額（限度額：２，８８３千円）とします。
⑵利子補給率
①年利率（６％以内）の １００％ ％…住民税非課税世帯に属する方
②年利率（６％以内）の ５０％…世帯全員の課税総所得金額が 600 万円以下の世帯に属する
方
⑶ 利子補給期間　５年（６０ 月）を限度とします。
３ 申請に必要な書類
⑴ 利子補給金承認申請書　　⑵ 金銭消費貸借契約書の写し　　⑶ 金融機関が発
行する返済予定表の写し　　⑷ 患者の属する世帯全員の住民票及び所得証明書
⑸ 粒子線治療を受けることの同意書の写し　　⑹ 親族とみなされることを証す
る書類（親族が申請者となる場合のみ）　　⑺ その他知事が必要と認める書類
４ 申請から支払いまでの流れ
ア申請
⑴ 申請者が利子補給の承認申請書を県に提出　⑵ 県が承認・不承認を決定し，申請者へ通知
イ支払い
⑶アで承認された方は，各年１月から１２月までの利子支払合計額を交付申請兼実績報告書に
より県に提出（年１回。翌年２月末日までに提出）
⑷ 県は交付額を決定し，１年分の利子支払い額を一括して交付

※ 申請書等は，県ホームページからのダウンロード及び各地域振興局保健福祉環境部健
康企画課で入手できます。
　鹿児島県ホームページ＞ホーム＞健康・福祉＞健康・医療＞生活習慣病・がん関連＞がん関
連（療養生活）＞粒子線がん治療費の利子補給制度について

【問い合わせ先】
鹿児島県保健福祉部地域医療整備課地域医療係
ＴＥＬ ０９９－２８６－２６９３
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　鹿児島県最低賃金は県下のすべての労働者に適用されます。
ただし、別に定める特定（産業別）最低賃金の産業に該当する場合は、
当該最低賃金が適用されます。
　★最低賃金に関するお問い合わせ先★
鹿児島労働局（０９９－２２３－８２７８）、各労働基準監督署

公共事業入札の公表 平成 26 年 10 ～ 12 月
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お　
　

知　
　

ら　
　

せ　

☆　

イ　

ン　

フ　

ォ　

メ　

ー　

シ　

ョ　

ン

　

高
校
生
バ
ス
通
学
費
助
成
制
度
は
、
大

島
本
島
内
の
高
校
に
バ
ス
通
学
を
す
る
生

徒
の
定
期
券
購
入
費
を
助
成
す
る
も
の
で

す
。

　

必
要
な
書
類
等
を
持
参
の
う
え
、
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。
要
件
を
満
た
し
て
い

ま
す
と
「
通
学
費
補
助
許
可
証
」
を
発
行

い
た
し
ま
す
。

【
助
成
の
要
件
】

・
生
徒
・
保
護
者
と
も
に
龍
郷
町
に
住
所

が
あ
る
こ
と

・
保
護
者
が
、
町
税
及
び
各
種
使
用
料
を

す
べ
て
納
め
て
い
る
こ
と

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
新
２
・
３
年
生
は
現
学
年
の
在
学
証
明

書
（
コ
ピ
ー
可
）、
新
１
年
生
は
合
格
証

明
書
（
コ
ピ
ー
可
）

・
申
請
者
（
生
徒
も
し
く
は
保
護
者
）
の

印
鑑

【
申
請
期
間
】

　

３
月
２
日(

月)

～
３
月
31
日(

火)

※
新
２
・
３
年
生
は
３
月
購
入
分
か
ら
新

年
度
許
可
証
を
使
用
で
き
ま
す

【
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
総
務
企
画
課
☎
69
‐
４
５
１
２

　

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
と
な
り
ま
し

た
。

　

平
成
26
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
期

間
は
、
平
成
27
年
２
月
16
日
（
月
）
か
ら

平
成
27
年
３
月
16
日
（
月
）
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所
得
金
額

や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
納
税
す
る
申

告
納
税
制
度
を
採
っ
て
い
ま
す
の
で
、
申

告
と
納
税
は
、
期
限
内
に
お
済
ま
せ
く
だ

さ
い
。
確
定
申
告
書
の
提
出
は
、
郵
送
等

で
も
で
き
ま
す
。

　

申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
申

告
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
か
か
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
告

を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

な

お
、

国

税

庁

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（h
ttp

:/
/
w

w
w

.n
ta

.g
o
.jp

）

の
「

確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
簡
単
に

申
告
書
等
の
作
成
が
で
き
ま
す
の
で
、
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
大
島
税
務
署

　
　
　
　

☎
０
９
９
７
‐
52
‐
４
３
２
１

　

県
立
大
島
病
院
か
ら
、
看
護
師
等
募
集

の
お
知
ら
せ
で
す
。

▼
募
集　

看
護
師
・
助
産
師　

若
干
名

▼
仕
事
内
容　

看
護
助
産
業
務
全
般

▼
賃
金
等

①
臨
時
職
員

　
　

日
給　
　

看
護
師　

７
６
８
０
円

　
　
　
　
　
　

助
産
師　

７
７
３
０
円

②
臨
時
的
任
用
職
員

　
　

月
額　
　

19
万
１
３
０
０
円
～

（
経
験
等
に
よ
る
）

　

身
分
は
地
方
公
務
員
と
な
り
、
給
与
・

休
暇
等
が
正
規
職
員
と
同
等
の
待
遇
と
な

り
ま
す
。

▼
就
業
時
間
等

　
　

交
代
制
あ
り

　
　
　

・
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
　
　

・
16
時
30
分
～ 

１
時
15
分

　
　
　

・
０
時
30
分
～
９
時
15
分

①
臨
時
職
員

月
14
日
勤
務
（
昼
間
の
み
の
勤
務
）

②
臨
時
的
任
用
職
員　

正
規
職
員
と
同
等

▼
採
用
方
法　

 

面
接
（
履
歴
書
持
参
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
大
島
病
院
看
護
部

　

☎
52-

３
６
１
１
（
内
線
２
０
１
２
）

　

昨
年
12
月
24
日
の
燃
や
せ
な
い
ご
み
の

収
集
作
業
中
に
、
ご
み
収
集
車
内
で
回
収

し
た
ご
み
か
ら
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

ガ
ス
及
び
ス
プ
レ
ー
缶
等
の
ご
み
出
し

の
方
法
に
つ
い
て
、
防
災
無
線
等
で
注
意

点
を
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
１
月
28
日
に

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
た
「
不
燃
ご

み
調
査
」に
よ
る
と
、
ガ
ス
及
び
ス
プ
レ
ー

缶
２
０
１
本
中
、
穴
の
開
い
て
い
な
い
缶

は
全
体
の
64
％
（
１
２
８
本
）
で
し
た
。

　

ガ
ス
及
び
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
は
、
中
身

を
完
全
に
使
い
切
り
、
必
ず
缶
に
穴
を
空

け
て
中
の
ガ
ス
を
抜
い
た
も
の
を
排
出
す

る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
み
出
し
の
方
法
・
ご
み
の
分
別
に
、

一
人
一
人
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

　

３
月
中
に
受
け
付
け
を

　
　
　

高
校
生
バ
ス
通
学
費
助
成

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
な
ど
の

ご
み
出
し
の
注
意
点
に
つ
い
て

　

看
護
師

・
助
産
師
を
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
立
大
島
病
院

確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に
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く
お
願
い
し
ま
す
。

　

※
注
意
：
中
の
ガ
ス
が
残
っ
て
い
る
も

の
に
穴
を
空
け
る
と
場
合
に
よ
り
発
火
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
生
活
環
境
課

☎
０
９
９
７
‐
69-
４
５
２
５

　

陸
上
自
衛
隊
第
８
音
楽
隊
は
「
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
ｉ
ｎ
奄
美
」
を
開
催
し
ま

す
。
会
場
で
は
心
温
ま
る
コ
ン
サ
ー
ト
の

ほ
か
、
自
衛
隊
車
両
の
体
験
試
乗
な
ど
も

実
施
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

　

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の

方
々
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

平
成
27
年
３
月
11
日
（
水
）

　

体
験
試
乗　
　

午
後
３
時
～
午
後
５
時

　

コ
ン
サ
ー
ト　

午
後
５
時
20
分
開
場

　
　
　
　
　
　
　

午
後
６
時
開
演

▼
場
所　

　

体
験
試
乗-

名
瀬
港
長
浜
緑
地
公
園
隣

　

コ
ン
サ
ー
ト-

奄
美
文
化
セ
ン
タ
ー

　

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、
龍
郷
町
民
も
無
料
で

相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

３
月
相
談
日
の
お
知
ら
せ
（
派
遣
相
談
）

　

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
（
先
着
順
）

･

12
日
（
木
）
大
倉　

克
大　

弁
護
士

（
午
後
１
時
～
４
時
半
）

･
19
日
（
木
）
正
込　

健
一
朗　

弁
護
士

（
午
前
９
時
半
～
11
時
半
）

･

26
日
（
木
）　

小
山　

献　

弁
護
士

（
午
前
11
～
12
時
、
午
後
１
時
～
３
時
半
）

◇
一
人
30
分
で
す
。
（
事
前
に
相
談
内
容

を
ま
と
め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。
同
じ

人
が
続
け
て
申
し
込
み
さ
れ
る
こ
と
は
ご

遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
）

【
お
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先
】

　

奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課
市

民
生
活
係
☎
52
‐
１
１
１
１
（
内
線

１
７
１
５
・
１
７
１
６
）
午
前
８
時
半
～

午
後
５
時
15 

分

陸
上
自
衛
隊
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

　

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

　
　
　
　
　
　
　

奄
美
法
律
セ
ン
タ
ー

（第３回）わきゃ島の自然をみんなで守ろう！
　奄美大島には、世界に誇れる素晴らしい自然があります。平成 29 年夏の世界自然遺産登録を

目指し、官民一体となって自然環境保全の取り組みが進められています。このコーナーでは、町

内で行われた自然環境保全に関するボランティア活動を紹介します。

【1 月の活動】　～海岸清掃～

秋名・幾里集落（50 名程）、加世間地区（5 名程）、田雲地区、手広海岸を守る会（20 名程）

～海岸清掃を行う注意点～

①ガラス片・医療器具・薬品用容器など危険なものが落ちている場合もあります。手袋をつけ安

全に十分に注意し作業を行うようにしましょう。

②回収をする際は、出来るだけごみの分別を行うようにしましょう。回収物をいれる袋は市販の

透明のビニール袋でも構いません。

③回収できないほどの大きなものや重いもの、危険なも

のを発見した場合は、役場生活環境課へご連絡ください。

④海岸清掃で出たごみは、分かりやすい場所に集め、役

場担当課へご連絡ください。後日、専門の回収業者が取

りにいきます。　

【自然環境、ごみに関するお問い合わせ先】

龍郷町役場　生活環境課☎６９－４５２５

手広海岸での清掃作業
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・
安
木
屋
場
の
濱
田
康
博
さ
ん

　
　
　
　
（
故
浜
田
末
さ
ん
の
甥
）

・
安
木
屋
場
の
濱
田
康
博
さ
ん
（
故
浜
田
末

さ
ん
の
甥
）
か
ら
安
木
屋
場
老
人
ク
ラ
ブ
、

愛
寿
園
へ
。

・
浦
の
岡
山
俊
一
さ
ん
（
故
岡
山
ス
ミ
さ

ん
の
子
）
か
ら
浦
老
人
ク
ラ
ブ
へ
。

・
浦
の
重
原
久
美
子
さ
ん
（
故
重
原
登
さ

ん
の
子
）か
ら
浦
集
落
、浦
老
人
ク
ラ
ブ
へ
。

・
中
戸
口
の
川
上
邦
道
さ
ん
（
故
川
上
ツ

エ
さ
ん
の
子
）
か
ら
愛
寿
園
へ
。

・
中
戸
口
の
藤
原
ヨ
シ
ヤ
さ
ん
（
故
藤
原

忠
義
さ
ん
の
妻
）
か
ら
中
戸
口
集
落
、
中

戸
口
老
人
ク
ラ
ブ
へ
。

・
赤
尾
木
の
坂
元
親
徳
さ
ん
（
故
坂
元
ナ
ツ

ヱ
さ
ん
の
子
）か
ら
赤
尾
木
老
人
ク
ラ
ブ
へ
。

・
沖
縄
県
の
奥
田
末
吉
さ
ん

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
１
月
届
出
】

伊
藤　

律りつ

松
岡　

紗さ
や矢

玉
里

浦

保
護
者
名

貴
士

宏
満

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
１
月
届
出
】

藤
原　

忠
義

青
木　

ミ
ヨ
コ

椛
山　

平
子

竹
山　

正
義

重
原　

登

大
瀨
　
サ
コ

山
田
　
利
夫

坂
元
　
ナ
ツ
ヱ

浜
田
　
末

川
上
　
ツ
エ

川
口
　
ミ
ヨ
子

（
81
）

（
103
）

（
95
）

（
94
）

（
81
）

（
96
）

（
69
）

（
95
）

（
101
）

（
89
）

（
79
） 中

戸
口

円手
広

芦
徳

浦嘉
渡（
龍
郷
の
里
）

川
内

浦
（
愛
寿
園
）

安
木
屋
場

浦
（
愛
寿
園
）

円

香
典
返
し
お
礼
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

【
1
月
届
出
】

・
芦
徳
の
竹
山
ミ
子
コ
さ
ん

　
　
　
　
（
故
竹
山
正
義
さ
ん
の
妻
）

・
赤
尾
木
の
坂
元
親
徳
さ
ん

　
　
　
　
（
故
坂
元
ナ
ツ
ヱ
さ
ん
の
子
）

・
中
戸
口
の
藤
原
ヨ
シ
ヤ
さ
ん

　
　
　
　
（
故
藤
原
忠
義
さ
ん
の
妻
）

香
典
返
し
お
礼
（
そ
の
他
団
体
）

龍郷町の人口
平成 27 年 1 月末現在

世帯数

人　口

　男

　女

前月比

2,959

6,059
　
2,942

3,117

　-2
　
     0

　+4

　-4

　りゅうゆう館は親子映画上映会として、文

部科学省選定作品・全国こども会連合会推奨

作品「メアリーと秘密の王国」を上映します。

　同作品は、大ヒットアニメ映画シリーズ「ア

イス・エイジ」の監督が贈る感動のファンタ

ジー・アドベンチャー。「生命のつぼみ」を

手にした少女メアリーは、不思議な力によっ

て草花や昆虫たちと同じ大きさに！！　今ま

で見えなったはずの小さな世界で、生命の神

秘に触れ、森の未来を守るためにリーフマン

たちと戦いを繰り広げます。

▼場所　　りゅうゆう館文化ホール

▼日時　　平成 27 年３月 22 日（日）

▼入場料　無料

▼問い合わせ先

　　　　　りゅうゆう館☎ 62- ５５６６

親子映画上映会 「メアリーと秘密の王国」

広 

報 

送 

付 

お 

礼
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日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

３（火） 元気はつらつ教室 13：30 ～
どぅくさぁや館

５（木）
１歳６カ月健診 12：30 ～
 でぃでぃクラブ 13：30 ～ 瀬留生活館

10（火） 元気はつらつ教室 13：30 ～
どぅくさぁや館

11（水） 母子歯科相談 13：30 ～

12（木）
 中学校卒業式 各学校
 でぃでぃクラブ 13：30 ～ 瀬留生活館

15（日） 公民館講座合同閉講式 12：30 ～
13：00 ～ りゅうゆう館

17（火） 元気はつらつ教室 13：30 ～ どぅくさぁや館
18（水） たつごう在宅家族の会 14：00 ～ 町中央公民館
19（木） でぃでぃクラブ 13：30 ～ 瀬留生活館

24（火）
 小学校卒業式 各学校
 元気はつらつ教室 13：30 ～

どぅくさぁや館
 おなかスッキリ運動教室 19：30 ～

25（水） 小中学校修了式 各学校
26（木） でぃでぃクラブ 13：30 ～ 瀬留生活館

３月行事予定表

★
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

３月のどぅくさ会 時間　午前９時半～ /午後２時～

場所　各集落公民館

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

開場
開演
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玉黄金

満
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
子
た
ち
に
誇
れ
る
町
を

み
ん
な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

２
月
生
ま
れ

いわさき　あお  　　　

Ｈ 26.2.20　生

父 純 / 母 美加代　赤尾木

岩崎  碧 くん

やまだ　 　な み と　　　　

Ｈ 26.2.10　生

父 啓幹 / 母 舞子　中戸口

山田  昊南翔 くん

ふもとがわ   ひろと　 　　　

Ｈ 26.2.14　生

父 篤 / 母 春菜　下戸口

麓川  大翔 くん

かつめ　  けいた　  　　

Ｈ 26.2.20　生

父 正和 / 母 可南子　中勝

勝目  圭太 くん

しもじ　 あい　 　　　

Ｈ 26.2.24　生

父 亮 / 母 優　大勝

下地  藍 ちゃん

いけやま　   なつき　　　　

Ｈ 26.2. 7　生

父 勝徳 / 母 麻衣子　龍郷

池山  夏輝 くん

　

創
作
紙
芝
居
「
愛
加
那
物
語
」
は
、
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
が
郷
土
の

歴
史
を
学
ぶ
一
助
に
な
れ
ば
と
制
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。
西
郷
隆
盛
（
南
州
）
の
妻
で
、

龍
郷
町
名
誉
町
民
の
西
郷
菊
次
郎
氏
の
母
で
あ
る
〝
愛
加
那
〟
は
、
苦
難
を
背
負
い
な
が

ら
も
強
く
逞
し
く
生
き
た
女
性
で
し
た
。
そ
の
愛
加
那
を
顕
彰
す
る
た
め
に
、
今
号
か
ら

８
回
シ
リ
ー
ズ
（
予
定
）
で
連
載
し
ま
す
。

「
愛
加
那
物
語
」     

志
塾
・
西
郷
塾　

文　
　

 

瀬
戸
口　

広
人　

絵

①
こ
れ
は
今
か
ら
１
５
０
年
あ
ま
り
前
（
江
戸
時
代

の
終
わ
り
ご
ろ
）、
龍
郷
の
龍
（
竜
）
と
い
う
家
に
い

た
愛
加
那
と
い
う
人
の
お
話
で
す
。
あ
と
の
名
前
を
龍

（
竜
）
愛
子
と
言
い
ま
し
た
が
、
周
り
の
人
た
ち
は
親

し
み
を
込
め
て
〝
愛
加
那
〟
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

②
愛
加
那
は
５
人
兄
弟
で
、
お
兄
さ
ん
が
２
人
、
お

姉
さ
ん
と
妹
が
１
人
ず
つ
い
ま
し
た
。
龍
（
竜
）
家
は

と
て
も
裕
福
で
し
た
が
、
愛
加
那
の
家
は
、
愛
加
那
が

５
歳
の
時
に
お
父
さ
ん
が
亡
く
な
り
、
貧
し
い
生
活
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

愛
加
那
は
最
初
は
芭
蕉
布
や
藍
染
め
を
織
り
、
そ
の

後
は
大
島
紬
を
織
っ
て
お
母
さ
ん
を
助
け
て
い
ま
し

た
。

志
～
西
郷
南
州
翁
の
足
跡
～

②

　

※
愛
加
那
（
１
８
３
７
～
１
９
０
２
）

　

龍
（
竜
）
一
族
の
二
男
家
、
佐
恵
志
の
次
女
と
し

て
生
ま
れ
る
。
幼
名
は
於
戸
間
金
（
お
と
ま
が
ね
）。

愛
加
那
は
通
称
。
西
郷
隆
盛
と
の
結
婚
を
機
に
愛
加

那
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
明
治
に
入
り
、
奄
美
の
人
々
が
本
土
の

人
た
ち
同
様
、
戸
籍
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
時
に
〝
龍
（
竜
）
愛
子
〟
と
な
り
ま
し
た
。


